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～
環
境
衛
生
係
が
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問
に
つ

い
て
答
え
ま
す
。
～

こ
の
ほ
か
に
、
ご
不
明
な
点
や
ご
み
に

対
す
る
質
問
・
意
見
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

環
境
衛
生
係
ま
で
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ご
み
の
削
減
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
ご
み
の
適
切
な
分
別

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

質
問
２
悪
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
ご
み
の

収
集
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

質
問
1
市
町
村
に
よ
っ
て
ご
み
の
分
別

収
集
（
ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
）
が
違
う

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

回
答
2
町
で
も
、
で
き
る
だ
け
ご
み
の

回
収
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
無
い
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
暴
風

雪
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
ご
み
を
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
悪
天
候
な
ど
で
ご
み
の
収
集
を

中
止
す
る
場
合
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
周
知
し
て
い
ま

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

《
シ
リ
ー
ズ
》

ご
み
の
出
し
方
Ｑ
＆
Ａ

回
答
1
家
庭
か
ら
搬
出
さ
れ
る
ご
み
の

処
理
は
、
国
で
は
な
く
、
各
市
町
村
の
仕

事
と
さ
れ
て
い
て
、
各
市
町
村
ご
と
に
独

自
の
回
収
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

市
町
村
に
よ
っ
て
人
口
の
多
い
少
な
い

な
ど
地
域
的
な
違
い
が
あ
り
、
統
一
的
な

分
別
収
集
が
難
し
い
た
め
、
各
市
町
村
の

実
情
を
踏
ま
え
た
独
自
の
回
収
ル
ー
ル
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

雄
武
町
で
は
、
ご
み
を
細
か
く
分
別

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
ご
み
を
資
源
化

し
、
ご
み
の
埋
立
量
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
。
埋
立
ご
み
の
削
減
は
、
最
終
処
分
場

(

埋
立
て
地)

の
延
命
化
に
繋
が
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、

ご
み
の
分
別
に
ご

協
力
願
い
ま
す
。

そ
の
他

国
道
に
お
け
る
通
行
規
制
に
つ
い
て

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集
に
つ
い
て

近
年
、
北
海
道
で
は
、
大
雪
や
暴
風
雪

な
ど
の
冬
期
災
害
が
激
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
吹
雪
や
雪
崩
な
ど
に
よ
っ
て
大
規
模

な
長
時
間
の
通
行
止
め
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

国
道
を
管
理
す
る
北
海
道
開
発
局
で
は
、

人
命
を
最
優
先
に
立
ち
往
生
車
両
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
、
深
刻
な
天
候
悪
化
の
前
に

通
行
止
め
を
開
始
す
る
「
予
防
的
通
行
止

め
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
開
発

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
海
道
開
発
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.hkd.m

lit.go.jp/

問
建
設
課
土
木
管
理
係

▼
総
務
課
職
員
厚
生
係
主
査

砂
原

雄
爾

（
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係
主
査
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室

予
防
接
種
係

辻
栄

浩
二

（
産
業
振
興
課
林
務
係
）

▼
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

西
方

苗

（
税
財
管
理
課
管
財
係
）

▼
税
財
管
理
課
管
財
係

淡
路

至
尊

（
教
育
振
興
課
学
校
給
食
係
）

人

事

令
和
4
年
1
月
１
日
付 (

)

内
は
前
職

令
和
4
年
1
月
24
日
付 

↑町ホームページ
ＱＲコード

↑町公式Twitter
ＱＲコード

～  
や
め
ま
し
ょ
う

み
ん
な
が
困
る

迷
惑
駐
車  

～

①
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に
な

り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
、
交
通
渋
滞

を
引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
両
走
行

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
上
駐
車
は
歩
行
者
の
通
行

を
妨
げ
ま
す
。

②
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
通
行
す

る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨
げ
、
交

差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

③
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す
。

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
き
は
、

ほ
か
の
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

車
両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

④
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐
車
車
両

の
直
前
や
直
後
か
ら
幼
児
、
児
童
の
飛
び

出
し
に
よ
る
事
故
や
、
夜
間
に
は
走
行
車

両
が
駐
車
車
両
に
気
付
か
ず
に
衝
突
す
る

な
ど
、交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

⑤
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な

り
、
住
民
に
迷
惑
を
か

け
、
生
活
に
も
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

有
林
の
役
割
や
現
状
な
ど
を
ご
理
解
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
国
民
の
幅
広
い
意
見
を

把
握
し
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て

る
た
め
、
令
和
４・５
年
度
の
「
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

依
頼
期
間
令
和
4
年
4
月
～
令
和
6
年
3
月

応
募
資
格

北
海
道
内
に
居
住
し
、
国
有

林
に
関
心
の
あ
る
満
18
歳
以
上
（
令
和
４

年
４
月
１
日
時
点
）
の
人

依
頼
内
容

国
有
林
や
森
林
・
林
業
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、
モ
ニ

タ
ー
会
議(

国
有
林
の
役
割
や
現
状
等
説

明
と
意
見
交
換
、
年
１
回)

へ
の
出
席
、

現
地
見
学
会
（
国
有
林
の
作
業
現
場
の
見

学
や
体
験
、
年
１
回
）
へ
の
参
加

募
集
期
限

2
月
18
日
㈮
必
着

問
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課

☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
５
２
２
８

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
に
つ
い
て

風
し
ん
と
は
、
成
人
が
感
染
す
る
と
症

状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
妊

娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障

害
が
お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
風
し
ん
抗
体
保
有

率
が
ほ
か
の
世
代
に
比
べ
て
低
い
人
で
、

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
医
療
機
関
の
ほ

か
、
健
診
時
に
無
料
で
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
過
去
に
抗
体
検
査
を
受

け
て
い
な
い
人
、
抗
体
検
査
で
予
防
接
種

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人
は
、
期
限
ま
で

に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
、
令
和
3
年

4
月
ご
ろ
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
紛
失
さ

れ
た
人
は
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
保
健

係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

54
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

費
用

無
料

使
用
期
限

3
月
31
日
㈭
ま
で

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

保

健

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

国
で
は
、
毎
年
3
月
1
日
か
ら
31
日
を

自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め
、
自
殺
や
精

神
疾
患
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数

は
、
全
国
で
2
万
１
，
０
８
１
人
、
紋
別

保
健
所
管
内
で
は
7
人
が
自
殺
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
人
口
10
万
に
対
す
る
自
殺

死
亡
率
は
全
道
で
最
も
高
い
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
殺
は
健
康
問
題
、
経
済
・
生
活
問

題
、
人
間
関
係
の
問
題
の
ほ
か
、
地
域
・

職
場
の
あ
り
方
の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
と
そ
の
人
の
性
格
傾
向
、
家
族
の
状

況
、
死
生
観
な
ど
が
複
雑
に
関
係
し
て
い

ま
す
。自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
自
殺
を
防

ぐ
た
め
に
社
会
・
経
済
的
な
視
点
を
含
む

包
括
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
に

は
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
人
々
や
組
織
が
密
接
に
協
力
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

紋
別
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
専
門

医
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
心
配
、
飲
酒

や
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問

題
な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
心
配
の
あ
る

ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
関

係
者
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
殺
対
策
の
基
本
理
念

「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
」

自
殺
は
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
社
会
的
問
題
で
す
。
自
殺
リ
ス
ク

を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
は
生
き
る
こ
と
の

阻
害
要
因
を
減
ら
し
、
生
き
る
こ
と
の
促
進

要
因
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体

が
協
力
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

阻
害
要
因
：
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や

介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど

促
進
要
因
：
自
己
肯
定
感
、
信
頼
で
き
る

人
間
関
係
、
危
機
回
避
能
力
な
ど

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

令
和
4
年
度
若
草
保
育
所
入
所
申
し
込
み

新
規
に
入
所
を
希
望
す
る
乳
幼
児
だ

け
で
な
く
、
現
在
も
入
所
し
、
４
月
以
降

も
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
幼
児
も
再

度
、
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
期
間

2
月
7
日
㈪ 

～
2
月
25
日
㈮

入
所
の
基
準

町
内
に
住
む
、
生
後
６
か
月
か
ら
小

学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
で
、
仕
事
や
出

産
、
病
気
や
障
が
い
、
介
護
な
ど
の
理

由
で
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
。

※
３
歳
以
上
の
幼
児
は
、
保
護
者
の
就

労
状
況
な
ど
に
関
わ
ら
ず
「
短
時
間

保
育
」
と
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

提
出
書
類

①
入
所
申
込
書(

保
育
所
で
配
付)

②
保
育
が
必
要
な
理
由
を
証
明
す
る
も

の(

就
労
証
明
書
な
ど
）

③
令
和
3
年
１
月
２
日
以
降
に
雄
武
町

に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
地
で
発
行

す
る
「
令
和
３
年
度
市
町
村
民
税
課

税
証
明
書
」
の
写
し
（
平
成
31
年
４

月
2
日
か
ら
令
和
3
年
９
月
30
日
生

ま
れ
の
入
所
希
望
乳
幼
児
の
み
）

※
入
所
申
込
書
に
世
帯
全
員
の
個
人
番
号

の
記
載
と
提
出
時
に
本
人
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

若
草
保
育
所
児
童
保
育
係

☎
８
４
‐
２
３
２
６


